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気象単元において自然の事物・現象を感じ，考え，実感するための学習指導法に関する研究

－「体が発した声」をもとにした天気予報の活動を通して－

広島市立安小学校教諭 岡 本 順 子

Ⅰ 研究主題設定の理由

理科教育では，科学的に調べる能力や態度を育成

するとともに，科学的な見方や考え方を養うために

自然に親しみ，目的意識をもって観察，実験などを

行うことが重視されている。しかし，単元によって

は，地域性や気候，時間帯などに大きく左右され，

問題解決能力の獲得に欠かせない観察，実験などの

位置付けが難しいものがある。

気象単元もその一つで，全く同じ現象は繰り返し

出現せず，気象現象のスケールは地上から見渡せる

範囲よりも大きいために，直接的な観察から全体像

をつかむことは難しい。そのために，気象に関する

事物・現象の性質や規則性などについて実感を伴う

理解へと導くことは困難である。

さらに，気象情報については，科学技術の進歩に

より，容易に入手できるようになったために，自ら

の体を通して得るものでなく，人から与えられるも

のという意識が強くなり，それらの情報を何の疑問

を感じることなく受け入れ，理解したつもりになっ

て日々を過ごしているのが現状である。

そこで，気象単元においては，児童自身のもつ複

数のチャンネルから情報を得る体験を通して，自然

現象のスケールや自然の力の大きさを実感できるよ

うな学習活動が必要であると考える。

以上のことから，本研究では，気象情報を映像や

新聞などの発信されたものから得るのではなく，自

然の事物・現象を感じ，自然の事物・現象について

， ，考え 自分も自然の一部であることや自然の偉大さ

事物の性質や規則性などを実感することができるよ

うな学習指導法について探ることにした。

Ⅱ 研究の方法

自然の事物・現象を感じ，考え，実感することに

ついての基礎的研究をもとに，その過程をたどるこ

とができるような学習指導法を工夫し，その効果性

について，実践授業を通して分析・考察する。

Ⅲ 研究の内容

１ 研究主題に関する基礎的研究

( ) 自然の事物・現象を感じ，考え，実感するとは1

小学校理科の目標は，次のとおりである。

『小学校学習指導要領解説 理科編』では 「こ，

れからの理科の学習指導においては，自然の事物・

現象について感じ，考え，実感することにより，自

然を愛する心情や問題解決能力，科学的な見方や考

え方が育つようにすることが大切である」と記され

ている。

気象単元においても，与えられた情報のみを活用

するのではなく，自然の事物・現象とかかわりなが

ら見通しをもって問題を解決していく活動を取り入

。 ， ，れる必要がある つまり 自然の事物・現象を感じ

感じたことから自然の事物・現象について考え，考

えたことを自然の事物・現象とのかかわりから実感

する感動を味わう中で，自然を愛する心情を育むこ

とが大切であると考える。

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験など

を行い，問題解決の能力と自然を愛する心情を育

てるとともに自然の事物・現象についての理解を

図り，科学的な見方や考え方を養う。
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ここでは，自然の事物・現象を感じ，考え，実感

することを表１のように定義し，その過程は図１の

ように表すことができると考える。

表１ 自然の事物・現象を「感じる 「考える ，」， 」

「実感する」とは

図１ 自然の事物・現象を感じ，考え，実感する過程

( ) 自然の事物・現象を感じ，考え，実感するため2

の手だて

児童が自然の事物・現象を感じ，考え，実感する

ことができるようにするためには，学習活動におい

て，自然とかかわりながら見通しをもった問題解決

を行い，その過程で構築した科学的な見方や考え方

を日常生活に生かすことができるような学習指導計

画を作成する必要がある。

気象単元においては，自然と直接かかわりながら

自分の体で感じてみることのよさを発見する場を設

定するとともに，感覚を研ぎ澄ますことができるよ

うな手だてを工夫し，様々な感覚を通して得た情報

の意識化を図ることが大切であると考える。ここで

は 「自然の事物・現象と直接かかわる中で様々な，

」 「 」身体感覚を通して得ている情報 を 体が発した声

定　　義

自然の事
物・現象を

感じる

　自然とかかわり，自分の体で感じていることやこれま
での生活で培われているイメージや概念を意識化す
ること。

自然の事
物・現象
について
考える

　「感じる」場面において意識化した自分のイメージ
や概念から課題を設定し，自然とかかわりながら見通
しをもって追究し，解決すること。

自然の事
物・現象を
実感する

　課題解決によって得た結論を自然とかかわりながら
確かめ，科学的な見方や考え方を構築し，それを生
活に生かすこと。

見通しをもった問題解決の活動

結果を多面的に考察し，結論を導く

計画的に観察，実験などを実行する

解決する方法を考える

予想や仮説・構想をもつ

問

題

を

見

い

だ

す

事

物

の

性

質

や

規

則

性

意

図

的

な

働

き

か

け

結果を多面的に考察し，結論を導く計画的に観察，実験などを実行する解決する方法を考える予想や仮説・構想をもつ問題を見いだす見通しをもった問題解決の活動結果を多面的に考察し，結論を導く計画的に観察，実験などを実行する解決する方法を考える予想や仮説・構想をもつ問題を見いだす見通しをもった問題解決の活動結果を多面的に考察し，結論を導く計画的に観察，実験などを実行する解決する方法を考える予想や仮説・構想をもつ

事物の性質や規則性

意図的な働きかけ感じる
感じる考える実感する 「体が発した声」を意識した自然の事物・現象とのかかわり
事物の性質や規則性 意図的な働きかけ
事物の性質や規則性意図的な働きかけ
感じる考える実感する感じる考える実感する
「体
が
発
し
た
声
」を
意
識
し
た自

然
の事
物
・現
象
と
のか
か
わ
り

「体
が
発
し
た
声
」を
意
識
し
た自

然
の事
物
・現
象
と
のか
か
わ
り

と定義する。また 「体が発した声」について意識したことか，ら気象現象について考え，考えたことを自然とのかかわりの中で確かめ，実感を伴った理解を図るための手だてとして天気予報の活動を取り入れる。なお，学習指導計画の作成にあたっては，自然の事物・現象を感じ，考え，実感する過程を単元全体の流れと各授業時間において体験できるような場を設定する必要がある。以上のような学習指導の工夫を行うことで，自然の事物・現象を感じ，考え，実感することが可能になると考える。２ 研究仮説の設定３ 授業実践計画の作成研究仮説を実証するために広島市立 小学校第A５学年 組（ 名）を対象とした，単元名「自然B33災害と気象情報・わたしたちの気象台 （全 時）」 14について，自然の事物・現象を感じ，考え，実感することができるような学習指導計画を作成し（図２左 ，平成 年９月 日～ 月２日に実施した。） 16 15 11なお，学習指導計画作成にあたっては 「体が発，した声」をもとにした天気予報の活動を位置付けることで，自然の事物・現象を感じ，考え，実感するための手だてとする。また，お互いの感じ方や考え方を共有する場として，理科通信の発行や学年による当番制の天気観察とその結果の掲示，授業の場面における意見交流などを行い，児童が意欲的に自然の事物・現象について感じ，考え，実感することができるようにする。さらに，本研究で取り上げる「体が発した声」をもとにした天気予報の活動については，図２右のように自然の事物・現象を感じ，考え，実感する過程を単元全体の流れと各授業時間において体験できるように留意する。

気象情報を映像や新聞等にたよるのではなく，「体が発した声」を意識化し，それをもとに天気予報の活動を取り入れた授業を展開することで，気象単元においても自然の事物・現象を感じ，考え，実感することができる。
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５ 授業実践の結果と分析・考察

( ) 自然の事物・現象を感じる1

天気予報の情報として「体が発した声」の意識化

を図ったことは，表３「児童の生活の変化」におけ

る「空を見る回数」と「自然の現象を体で感じる回

数」の増加から，児童が進んで自然と触れ合うよう

になったこと，つまり自然の事物・現象を感じてい

ることが分かる。また「児童の日記や授業後の感想

①」に挙げたように 「かみがゆれたり，かた方の，

， 」うでだけがじりじりしたり 黒っぽい雲が見えたり

など，児童が自然の事物・現象を感じている記述も

多く見られた。これらのことは，表４「気象の授業

で最も心に残ったこと」からも分かるように 「体，

が発した声」を意識化したこと及びそれをもとにし

た天気予報の活動が児童にとって興味深い内容であ

り，それが有効に働いたためであると考える。

表３ 児童の生活の変化（Ｎ＝97）

（理科授業時や課題としての観察時を除く。） かなり増えた 増えた 変わらない 減った ずいぶん減った 計
天気予報を見る回数 12 52 32 0 1 97
空を見る回数 43 42 10 2 0 97
自然の現象を体で感じる回数 15 48 28 6 0 97
天気を自分で予報してみようという気持ち 30 44 20 2 1 97
自然災害に関するニュースや新聞記事に注目する回数 20 48 26 2 1 97
自然災害への備えについて考える回数 11 40 43 1 1 96
天気（自然災害も含む）についてもっと知りたいという気持ち 23 54 15 4 1 97

児童の日記や授業後の感想①

屋上に出て空を見た時，体で色々なことを感・

じました。かみがゆれたり，かた方のうでだけ

がじりじりしたり，黒っぽい雲が見えたり，と

にかく色んなことが分かりました。

・ 今まで体で感じられなかったけれど，何回も

やっているとだんだん体で感じ取れるようにな

ってきました。・ 自 分 の 体 で い ろ い ろ な 情 報 を 集 め ら れ て と て

も 楽 し か っ た で す 。 体 で 感 じ て 天 気 を 予 想 で き

る ん だ な ぁ と 思 い ま し た 。 こ ん な に 体 で 感 じ ら

れるんだなぁと思いました。・ 体 が お . ｸ / � , � こ と を 見 な * � て く れ て ， 雨 が ふ

る と か ふ ら な い と か 予 想 し た の が 心 に 残 り ま し

た 。 こ ん な こ と で 天 気 が 分 か る ん だ と 思 い ま し

た。

・ 今まで知らなかった世界が空にはありまし

た 。 空 を 見 て ， へ ぇ ～ そ う だ っ た の か と 思 う こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

なったのでうれしかったです。表４気象の授業で最も心に残ったこと（Ｎ＝96）

ま た ， 気 象 条 件 の 違 い も 考 慮 に 入 れ な け れ ば な ら

な い が ， 表 ５ 「 児 童 が 意 識 し た 『 体 が 発 し た 声 』 に

関 す る 記 述 の 数 〔 注 ） 児 童 の ワ ー ク シ ー ト に 見 ら 」 （ れ た 「 体 が 発 し た 声 」 に 関 す る 記 述 の 数 の ク ラ ス 平

均 〕 や ， 表 ６ 「 児 ・ 児 が 行 っ た 天 気 予 報 」 の 情 C D 報 量 が 増 え て い る こ と か ら も ， 児 童 が 自 然 の 事 物 ・

現 象 を 以 前 よ り も 感 じ る こ と が で き る よ う に な っ た

こ と が 分 か る 。 こ れ は 「 体 が 発 し た 声 」 を も と に ，し た 天 気 予 報 の 活 動 を 単 元 の 中 に ４ 回 位 置 付 け た こ

と や 学 年 に よ る 当 番 制 の 天 気 観 察 と そ の 結 果 の 掲

示 ， 理 科 通 信 で の 「 体 が 発 し た 声 」 の 紹 介 な ど に よ

る 児 童 間 で の 感 じ 方 の 交 流 が 有 効 に 働 い た の で は な

い か と 考 え る 。

さ ら に 表 ６ の 児 童 の 記 述 や 表 ７ 「 児 童 が 発 見 し た
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天気のきまり」からは 「体が発した声」を意識で，

きるようにしたことで，児童が，気温や湿度，明る

さなどの天気や季節による感じ方の違いに気付いた

り，雲の様子だけではなく，風の様子や遠くの景色

の見え方など，気象現象とかかわる際の視野を広げ

たりしている様子を見取ることができる。

表５ 児童が意識した「体が発した声」に関する

記述の数

１回目
(９/15)

２回目
(10/27)

３回目
(10/29)

４回目
(11/２)

クラス平均 4.9 6.2 6.7 9.8

表６ C児・D児が行った天気予報
第１回目（９月15日） 第２回目（10月27日） 第３回目（10月29日） 第４回目（11月２日）

雲

・北にある雲は，北から南に進んでいるのに
　南西にある雲は北に向いてぎゃくの方向に
　動いている。
・北にある雲は南にかけてふいているから，
　だんだんこっちに向かって
　大きく見えてきている。

・東，南の空には雲が少ない。
・北東の方に灰色の雲がある。
・雲の動きは北から南。
・雲の動きはおそい。

・今の雲の量は，10分の９くらいでくもり。
・西の方の空は，灰色っぽい雲がある
　（雨がふりそうな雲）。
・雲の動きは西の方から北東。
・雲の動きが速いので，
　天気が変わる可能性がある。

・雲の量は10分の４。
・雲の動きは西から東。
・雲の動きが速い。
　だから今の天気とは変わる可能性がある。
・西からどんどん雲が出てきている。
・南東の方にはうす雲みたいな雲がある。
・わずかにいわし雲みたいな雲がある。
・わずかにあったいわし雲が合体して，
　分厚くなっている。

風 ・風のふく方向がいろいろ変わっている。 ・風は西から東にふいている。 ・風が冷たくなってきた。

温
度
・

湿
度

・くちびるを少しなめたらすぐにかんそうした。 ・今日の朝は，あまり寒くなかった。
 （きのうは寒かった。結果は快晴。）
・空気がじめじめしている。
・コンクリートがしめっていて冷たい。

・空気がかんそうしている。

天
気

・西の方には，晴れているところはない。
・南東の空には，太陽が見える。

そ
の
他

・遠くの景色がきれいに見える。 ・遠くの景色がぼやけて見える。
・遠くの山にきりみたいなものが，
　かかっている。
・朝も山にきりがかかっていた。

・西の遠くの山が見えにくい。
・西の遠くの山にはきりがかかっていた。

午
後

の
天
気 晴れ くもり 雨 くもり

理
由

むしあつくないから。 午前10時の時点では，くもりで，
雲の動きがおそいので，
天気の変化があまりないと思うから。

朝も今も山にきりがかかっていて，
遠くの景色がぼやけて見えるし，
コンクリートがしめっていて，
雲は，西から動いていて，
西には雨雲があるから。

今の天気は晴れだけれど，
雲の動きが速く，
西からどんどん雲が出てきていて，
小さな雲が合体して分厚くなっていたから。

雲

・雲の大きさが変わっている。
・雲の色が変わっている。

・雲の色は，白っぽい。
・雲はうすく，全体に広がっている。
・南と東の空は，雲が少ない。
・灰色の雲がところどころにある。
・雲の動きはゆっくり。

・南の方の雲は灰色。
・北の方の雲は白かったけれど，
　南の方の雲は黒かった。
・雲の動きは西から東。
・雲の動きが速い。

・雲の位置が低いところもある。
・西の方に雲がたくさんある。
・西の空にいわし雲のような雲があった。
・西の方の雲はもくもくしていて，
　低い位置にあった。
・南の方にも雲がたくさんある。
・南西にすじ雲がある。
・だんだん雲が合体して大きくなっている。
・雲が全体に広がっていっている。
・うすい雲がある。
・雲が西から東に動いている。
・雲の動きが速い。

風 ・風が冷たい。
・風はいろいろな方向に吹いている。

・風が少ない（あまり吹いていない）。 ・風は南から北。
・風はあまりない（弱い）。

温
度
・

湿
度

・朝は昨日よりあたたかかった。 ・あつい。

天
気

・太陽が雲でかくれている。
・一部だけ晴れている。

そ
の
他

・遠くの山が見えにくい。 ・遠くの山が見えにくい。

午
後

の
天
気 雨 くもり 雨 くもり

理
由

雲がだんだん北から南に来ているから。 雲がうすく，全体に広がっていて，
雲の動きがゆっくりだから。

雲の動きが西から東で，
動きが速いし，
それに昨日の朝と比べて今朝は
　　　　　　　　　あたたかかったから。

遠くの山が見えにくく，
雲は西から東に動いていて，
西の方の雲はもくもくしているから。

「
体
が
発
し
た
声

」

C
児
の
天
気
予
報

「
体
が
発
し
た
声

」

D
児
の
天
気
予
報

天
気
予
報

天
気
予
報
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表７ 児童が発見した天気のきまり

児童の日記や授業後の感想②
・ ぼくは「雨」と予想しました。東に雲が流れていて，
西には厚い雲がたくさんあり，東から風がふいてきたか
らです〔 注 「東風吹けば雨」ということわざを授業に〔 〕
おいて学習したことを生かしている 。〕

・ 屋上に行って「体が発した声」を８個集めて，ぼくは
「雨」と予想しました。ちゃんと自分なりの理由がある
ので，決して天気予報をまねしたわけではありません。

， ，・ 自分で情報を集めると みんなとちがった理由が出て

そ し て そ の 予 想 し た 天 気 が 当 た っ て い た ら ， と て も う れ
しかったです。
天気の学習は，とても楽しかったです。いろんなたく・
さ ん の 発 見 が あ り ま し た 。 こ れ か ら も ， い ろ ん な 発 見 を

し ま す 。・ こ れ か ら も ， も っ と 雨 が ふ る 時 の き ま り な ど を 見 つ けた い で す 。雨の様子しとしと，

長 い 時 間

どしゃぶり，

夕 立 ， か み な り きり雨，小雨 台風

雲の色 灰色 白や灰色 白っぽい

雲の大きさ，

　　形，高さ全体に広がる，低い （ 乱層 雲）わたがしみ たい，

もくもく（ 積 乱 雲 ） 山にかかるくら い低い。きりみ たい  （層 雲）雲の動きものすごく速い。

南→北　他天気観察等を通して 発見した天気のきまり（５年B組）

～雨が降るのはどんな時？～・　雨が 降ると，じめ じめ する。（むしあつい，く ちびるが しっとりする。）

・　 雨が 降ると， は だ寒い。 （かみの 毛が ひんやりする。）

・　晴れの日の朝は寒い（冷える）。

・　 雨の 日は ， かみの毛がバ サバサする。

・　雨の（？）においがする。

・　晴れの時は，鼻がいたい。

・　雨の時は，遠くの景色が見えにくい。

・　雨 の 時は，山 に きりが かかる。

・　雨が降ると暗くなる。

・　前日の 夜，星が きれい だと次の日は 晴れる。

・　前日の 夕方，夕焼けが見えると次の日は晴れる。いろんな雲 が ，

左回りに回りながら

北上する。低い 雲は， 高い雲より動きが速い。広い範囲を上から見ると いつも西→東に動いている。・　黒い 雲は低い 位置に，白い雲は高い位置にある。

・　雨の日の雲は黒っぽく，く もりの日は灰色，晴れの日は白い。 

体

が

受

け

る 感 じ
雲

　 の 　

様

　

子

季

節

・　秋は夏に 比べて気温が 低い。

・　秋は夏に比べて夕方，暗くなるのが 早い。

・　秋は夏ほどじめじめしていない。

・　風向と雲の動く方向は，ちが うこともある。

・　いわ し雲や飛行機雲が 広がると次の 日は 雨に なる。

・　すじ 雲が見えると２～３日後に雨になる。

・　南西から高い入り雲は雨となる。

また，表６の第３回目の「体が発した声」の記述
の中には 「朝は昨日よりあたたかかった」など，， 前日や授業日の朝の気象現象と天気に関する記述が

見られる。これは児童が「体が発した声」とイメー

ジや概念とを比較したり，関連付けたりしながら天

気についてのきまりを見つけようとしている様子で

あると考える。このように児童が自然の事物・現象

について考えることができたのは，問題解決の過程

を意識した授業を展開したことや前時において児童

間で感じ方や考え方の共有を図ったこと 「体が発，した声」をもとにした天気観察から個人やクラスの

きまり（表７）を授業でまとめ，それを常に掲示し

て天気を予想する際に活用したことなどがうまく機

能した結果であると考える。
さらに，この天気のきまりを導くための観察法に

ついては，地面や窓ガラスを触って湿り具合を調べ

る，星や夕焼けの見え方を調べる，唇の乾く速さを

調べる，菓子の湿り具合を調べるなど，児童が独自

の発想を生かして考え出しており，自然とかかわり

ながら学んだり，自分で生み出すことの楽しさを味

わったりしている様子が見られた。これは，児童が

考えた観察法を理科通信 あした天気になぁれ 図

「 」 （３）や授業の場面などを通して紹介し，周知を図る

ことで，自分の観察法についても紹介してほしいと

いう意欲につながり，それによって児童本来の豊か

な想像力を引き出すことができたということではな

いかと考える。

図３ 10／１発行の理科通信「あした天気になぁれ」

（前略）大きな目標は 「自分でも天気予報，ができるようになること」でしたね。そのために（雨をふらせるのは雲ですから ，どん）な雲が雨をふらせるのか，天気が変わる時，体はどう感じるのかをさぐっていくのでしたね…それをさぐるために，友達の中に，次のような方法を考えた人もいます。・ 夜，星がどのように見えるかを調べる。・ 遠くの景色がどのように見えるかを調べる。・ おかしがすぐにしっけるかどうかを調べる。・ 地面がしめっているか調べる。・ 温度計を使って，気温を測ってみる。「学ぶ」という言葉は 「まねる」が変化し，たという話をよく聞きますが，困った時は，友達の考えをまねてみるのも一つの方法です。自分は何のために，何に注目して調べるのかをはっきりさせて，そのためにはどんな。（ ） 方法があるのかを考えてみましょう 後略
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( ) 自然の事物・現象を実感する3

表７「児童が発見した天気のきまり」は，自然と

かかわりながら，知識としてすでに知っていたこと

や天気観察で発見したことなどを自分の体で確認し

た結果，つまり児童の実感している様子の表れであ

る。また 「児童の日記や授業後の感想③」の「あ，

， 」の雲の多さでは 雨がふらないことが分かりました

などの記述から，気象についての新たな見方や考え

方を構築している児童の様子や天気は自分で考える

ものという意識に変化したことが伺える。これは，

「体が発した声」をもとにした天気観察からきまり

を見いだし，それを天気予報の活動に生かすという

一連の流れが有効に働いた結果であると考える。

また，計４回行った「体が発した声」をもとにし

た天気予報により，児童のこれからも天気予報を自

分で行ってみようという気持ちを向上させたこと

が，表３「児童の生活の変化」における「天気を自

分で予報してみようという気持ち」の高まりから見

取ることができる。

さらに 「児童の日記や授業後の感想④」の「こ，

， ， ， ，れからは 朝 雲などを見て 雨がふるか予想して

かさを持って行くか，持って行かないかを決めたい

です」などからも，天気を日常生活と関連付けなが

ら自分で予想することの楽しさやよさに気付き，こ

れからも天気を自分で予想して，生活に生かしてい

こうという気持ちが高まっている様子を読み取るこ

とができる。これは，予報が当たることよりも自分

の体でたくさんの情報を集めて自分で考えることに

重点をおいたことやお互いの天気予報を交流する場

を設けたことで，多くの児童が自分にも予想ができ

るという自信をもつことができたからではないかと

考える。

児童の日記や授業後の感想③
・ ぼくは，最初の雲の多さは分かっていたけれど，
あの雲の多さでは，雨がふらないことが分かりまし
た。

・ ふつうならただ天気予報を見るだけだったけれ
ど，自分で予想して，当たっていたらそのことを次
からも参考にして楽しかったです。

・ どんな雲が出たら雨になるとかいろいろ分かっ
て，自分で天気予報ができるようになって楽しいで
す。

ここまで 「感じる 「考える 「実感する」の， 」， 」，

三つの過程に分けて 「体が発した声」をもとにし，

た天気予報の活動を取り入れたことによる児童の変

容について分析・考察してきたが，実際には 「感，

じ，考え，実感する」ことは，一連の流れである。

この一連の流れをトータル的に体験している児童の

様子については，図４「 児のワークシート」や日E

記などから見ることができる。

図４ E児のワークシート

児童の日記や授業後の感想④

・ いろいろな雲があるので覚えたいです。そう

したら，この雲が出たら明日の天気はこうなる

とか，あさってはこうなるとか分かるので，天

気を当ててみたいです。・ ぼ く は ， 雨 に な っ て ほ し い な ぁ と 思 っ た け れ

ど ， 晴 れ に な っ て ほ し い な ぁ と も 思 い ま し た 。

そ れ は 外 で 遊 べ る か ら で す 。 あ ぁ ， 早 く 完 ぺ き

の天気を当てる人になりたいです。

・

自

分

で

は

体

で

情

報

を

集

め

て

天

気

を

予

想

す

る

の

は 楽 し い と 思 い ま す 。 こ れ か ら は ， 朝 ， 雲 な ど

を 見 て ， 雨 が ふ る か 予 想 し て ， か さ を 持 っ て 行

くか，持って行かないかを決めたいです。
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(注) この日記の後半に出てくる先生というのは担

任のことで， 児は，第４学年の時，三滝へのE

自然体験学習が２度も雨で延期され，３度目に

してようやく行くことができたという経験と結

びつけながら，担任に，これからも天気予報が

したいという気持ちを伝えている。

Ⅳ 成果と課題

１ 成果

○ 気象単元において自然の事物・現象を感じ，考

え，実感するために，天気予報の活動を取り入れ

たことは，問題解決能力の向上に大変有効であっ

た。また，情報源を「体が発した声」としたこと

で，児童一人一人の発想や構想を尊重し，それに

基づいた観察の機会を保障することなどができ，

学ぶ意欲の向上にもつながった。

○ 学習指導計画作成の際，自然の事物・現象に対

する児童の感じ方や考え方の共有の場を工夫した

ことは 「体が発した声」を意識したり，自分な，

りに思考・判断したりする上で効果的であった。

授業最終日のE児の日記

今日，理科で最後の天気の勉強をしました。ま

ずみんなで，天気のきまりをあらためてまとめま

した。その後，雲の種類を勉強しました。ぼくが

知っていたのは，いわし雲，わた雲，飛行機雲で

した。でも，岡本先生の話によると，いわし雲と

飛行機雲は仲間だそうです。

そしてとうとう最後の天気予報をしました。ぼ

くは 個「体が発した声」を見つけ ，そして，14 ①

前 の 天 気 予 報 の 時 と 見 比 べ な が ら ， 天 気 を 予 想 し

。 ， ， ました ぼくは 小さい雲と小さい雲が合体して

大 き な 雲 が ど ん ど ん 増 え て い た か ら 「 く も り 」 ，

。 ， 「 」 。 にしました でも結局 結果は 晴れ でした②

先 生 こ れ か ら も 何 か の 行 事 の 前 に 天 気 を 予 想 し

ま し ょ う よ 。 理 由 は ， 三 滝 み た い に 行 け な か っ ③

た ら 悲 し い じ ゃ な い で す か ぁ 。 は ， 自 然 の 事 物 ・ 現 象 を 感 じ て い る 児 童 の 姿 ①

は ， 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ い て 考 え て い る 児 童 の 姿 ②は，自然の事物・現象を実感している児童の姿③○ 「体が発した声」をもとにした天気予報の活動
は，児童が意識して気象現象を体で感じることを可能にした。このことは，児童が主体的に自然とかかわろうとする気持ちを高めたり，自然を愛する心情を育んだりすることに有効であった。

２ 課題 ○ 「体が発した声」は数値化することが難しいた
めに，思いこみで判断してしまう面もあり，科学的な情報になりにくい。オリジナル気象観測器具の製作は意欲の向上にはつながるが，５年生にとって精巧なものを製作することは難しいので，既製の観測器具やインターネットなどをうまく活用することで，より科学的にとらえることができたのではないかと考える。

○ 「体が発した声」をもとにした天気観察・天気
予報を通して児童が生み出した疑問の中には，自然とのかかわりの中だけでは解決することが難しいものもあった。しかし，それを図書資料やインターネットなどを活用して解決するための時間を保障することができなかった。このような時間を保障することで，学ぶ意欲や問題解決能力の更なる向上を図ることができたのではないかと考える。

○ 本単元の「知識・理解」の目標は 「気象現象，には規則性があることや気象情報を活用して天気を予想することができることなどを理解している」であるが 「天気はおおよそ西から東に変化，
していく」という規則性については 「体が発し，た声」からとらえることは難しい。そこで，気象現象をしっかり体感した後，インターネット画像「１か月間の雲の動き」を授業で用いることで知識・理解の深化を図ったが，それがうまく機能していたとは言い切れず，知識・理解の定着に対する支援をいつ，どのように行うかについては検討の余地がある。参考文献① 文部省『小学校学習指導要領 理科編』 東洋
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